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実験研究の目的

線形補間法による両面照射におけるI-V特性の見積の一例
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両面受光太陽電池の両面照射時における
実測電流値の線形性

・両面受光太陽電池は、現状では表面から照射された場合
と、裏面から照射された場合の発電性能を分離して測定
されている(評価方法をIECにおいて審議中: IEC 60904-
1-2) 。

・しかし、実際の屋外における使用環境では、両面同時に
光照射された状態で動作する。

・両面照射におけるI-V特性が、表面・裏面おのおのを照射
した場合のI-V特性の重ね合わせと一致するか検証した。

本研究は新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）から委託され実施したものであり、関係者各位に感謝する。
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・サンプルの表面、裏面、両面から光を照射してIscを測定する[1][2][4]

Iscについて、表面・裏面での

各照射時の電流の重ね合
わせ（線形性）が成り立つ場
合、

光源
150 Wハロゲンランプ＆直流安定化電源 ４組
(光照射のon/offに遮光板使用; 定電圧； GPO16-10)

測定項目
サンプルのIsc, I-V (6244）
ランプ電圧、ランプ電流 （0.01 Ω shunt; 34970A ）
ランプハウス温度 （RTD; 34970A ）
サンプル温度 （表面裏面2箇所づつ；RTD; 8401）

サンプル

Sample A Sample B

種類 両面受光c-Siセル 両面受光c-Siセル

サイズ 5 inch 6 inch

表面のIsc 5.6 A (at STC) 8.8 A (at STC)

Iscの表裏比 0.92 0.96

他 両面カバーガラス 両面カバーガラス

Sample A
1.2 kW/m2

"5:1" "4:2" "3:3" "2:4" "1:5"
If : front (A) 5.564 4.462 3.345 2.231 1.116
Ib : back: (A) 1.116 2.234 3.346 4.456 5.572
Ifb : F&B (A) 6.677 6.696 6.690 6.687 6.687
Ifb/(If+Ib) 0.9995 1.0000 0.9998 1.0001 0.9999

1.2 kW/m2

"5:1" "4:2" "3:3" "2:4" "1:5"
If : front (A) 8.789 7.025 5.260 3.512 1.757
Ib : back: (A) 1.758 3.513 5.268 7.026 8.780
Ifb : F&B (A) 10.556 10.544 10.538 10.543 10.547
Ifb/(If+Ib) 1.0008 1.0005 1.0009 1.0006 1.0009

0.12 kW/m2

"5:1" "4:2" "3:3" "2:4" "1:5"
If : front (A) 0.5581 0.4473 0.3335 0.2228 0.1137
Ib : back: (A) 0.1122 0.2218 0.3336 0.4410 0.5567
Ifb : F&B (A) 0.6700 0.6686 0.6665 0.6633 0.6701
Ifb/(If+Ib) 0.9995 0.9993 0.9992 0.9992 0.9996

0.12 kW/m2

"5:1" "4:2" "3:3" "2:4" "1:5"
If : front (A) 0.8826 0.7030 0.5264 0.3520 0.1759
Ib : back: (A) 0.1765 0.3511 0.5263 0.7028 0.8783
Ifb : F&B (A) 1.0590 1.0541 1.0526 1.0548 1.0542
Ifb/(If+Ib) 0.9999 1.0000 0.9999 1.0000 1.0000

0.012 kW/m2

"5:1" "4:2" "3:3" "2:4" "1:5"
If : front (A) 0.05576 0.04467 0.03349 0.02230 0.01116
Ib : back: (A) 0.01121 0.02229 0.03349 0.04462 0.05579
Ifb : F&B (A) 0.06695 0.06693 0.06695 0.06690 0.06694
Ifb/(If+Ib) 0.9998 0.9996 0.9997 0.9996 0.9997

0.012 kW/m2

"5:1" "4:2" "3:3" "2:4" "1:5"
If : front (A) 0.08775 0.07021 0.05267 0.03520 0.01755
Ib : back: (A) 0.01729 0.03514 0.05261 0.07033 0.08780
Ifb : F&B (A) 0.10502 0.10533 0.10526 0.10552 0.10532
Ifb/(If+Ib) 0.9997 0.9998 0.9998 0.9999 0.9997

Sample B

・照度範囲1.2  kW/m2~ 0.012 kW/m2で明らかな非線形性は見られない。
（非線形性（Ifb/(If+Ib)-1）は0.09%以内）

表裏の I-V 特性の同一性

Isc (A) Voc (V) Pmax (W) FF Temp.(℃)

Front 5.588 0.7290 3.166 0.7773 24.8
Back 5.588 0.7285 3.163 0.7769 24.8
Back/Front-1 0.01% -0.07% -0.11% -0.06% -

Isc (A) Voc (V) Pmax (W) FF Temp.(℃)

Front 8.801 0.6469 4.167 0.7320 24.8
Back 8.809 0.6465 4.162 0.7309 24.8
Back/Front-1 0.09% -0.06% -0.11% -0.15% -

Sample A Sample B
Iscが等しくなるような照度で測定した表裏のI-V特性（光源：ソーラシミュレータ）

・Iscと温度が同じであれば、I-V特性は同一。
（Voc、Pmax、FF を含めて、I-V特性パラメータの差は、0.15%以内）

結論

・検証に用いたc-Si両面セルで、性能評価上関心のある照度
範囲（1.2 kW/m2 ~ 0.012 kW/m2）においては、照度に対する
Iscの非線形性は見られなかった。

・両面受光c-Si セルの性能評価においては、照度の異なる片
面照射における2本のI-V 特性を合成することで、両面に光照
射された際のI-V 特性を正確に見積ることができる可能性が
ある。

Sample A Sample B（1.05 kW/m2相当） （0.68 kW/m2相当）

Isc (A) Voc (V) Pmax (W) FF

meas. 6.018 0.712 3.305 0.771
cal. 6.017 0.713 3.312 0.772
meas./cal.-1 0.02% -0.11% -0.23% -0.14%

Isc (A) Voc (V) Pmax (W) FF

meas. 5.995 0.623 2.802 0.750
cal. 5.994 0.624 2.807 0.751
meas./cal.-1 0.03% -0.10% -0.19% -0.12%

・片面照射におけるIscの和（If + Ib）を入力パラメータとして、補間I-Vを外
挿[3]すると、両面照射における実測値と0.2%以内で一致
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